
　株主の皆様にはますますご清栄のこととお喜び申し上

げます。平素は当社の事業経営に格別のご高配を賜り、

厚く御礼申し上げます。

　2010年3月期の株主通信をお届けするにあたり、一言

ご挨拶申し上げます。

　一昨年来の金融市場等の混乱から景気後退局面に

陥り、一部では景気悪化に底打ちの兆しが見られるもの

の、依然として企業収益の低下や雇用情勢の悪化によ

る企業の設備投資抑制等により、引き続き厳しい経営環

境が続いております。

　このような状況のなか、クレオグループの主力事業であ

るソフトウェア受託事業をはじめとし、各事業においても

景気低迷によるIT投資の先送りや凍結などによる受注

減少が大きく影響し、売上が伸び悩みました。しかしながら、

グループを挙げて生産性の向上、原価低減、経費削減に

努めた結果、売上高95億18百万円（前期比21.5％減）、

営業利益62百万円（前期は営業損失1億5百万円）、経

常利益82百万円（前期は経常損失77百万円）、当期純

利益86百万円（前期は当期純損失5億4百万円）となり、

黒字化を達成するに至りました。今後も「継続した黒字計

上」を最大のテーマとし、一日もはやい復配実現のためグ

ループを挙げて努力を重ねてまいります。

　2010年度も引き続き予断を許さない状況が続くもの

と予想されますが、低成長の時代にあっても安定的に成

長できる体質にかえるための「体質改革」を突き進め、市

場環境の変化に適応した収益モデルを持つSIerを目指し

て邁進してまいります。

　株主の皆様には、引き続きご支援を賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。

2010年6月

代表取締役社長

土屋 淳一
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ホームページ上でもIR情報を公開しています。

『決算説明会動画配信中』
本株主通信で掲載した決算発表等の内容の詳細は、当社ホーム
ページ内の「IR情報」でご覧いただけます。
また、決算説明会の模様を
個人株主様にもご覧いただ
けるように動画配信をしてお
ります。株主通信と併せて
ホームページをぜひご覧下
さい。

■ 売上高
（百万円） （百万円）

■ 営業利益

■ 当期純利益
（百万円） （％）

● ROE

■ 総資産
（百万円） （％）

● 自己資本比率
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株 主 の 皆 様 へ MANAGEMENT MESSAGE



セグメント別の概況 SEGMENT INFORMATION

〒108-0074 東京都港区高輪3丁目19番22号
TEL.03-3445-3500（大代表）
FAX.03-3445-3505

おかげさまで20周年

ZeeM事業 サポート＆サービス事業

システム開発事業

コンシューマ事業 モバイル事業

新会計制度IFRSにも対応

・「筆まめ」は、おかげさまで発売より大変多くのご支持をいた
だき、業界シェアNo．1ソフトとして、「BCN AWARDハガキ・
毛筆ソフト部門最優秀賞」（株式会社BCN）を10年連続
で受賞。20周年を迎え開催した記念キャンペーンも好評の
うちに終了することができました。今後もますます愛される
No．1ソフトとして、機能の充実を図ってまいります。

・「ZeeM 会計」は現在注目の集まるIFRS（国際財務報告
基準）対応計画を10月に発表。他社に先駆けいち早く対応
したこともあり、販売パートナーからも注目を集めました。
IFRS推進室を設置し、12月に開催したセミナーも大変多く
の方にご来場いただきました。これを機に、更なるZeeMシ
リーズの拡販を目指してまいります。

T O P I C S

システム
開発事業
32.83％

コンシューマ事業
15.36％

ZeeM事業27.43％

モバイル事業2.57％

サポート＆サービス事業
21.73％

連結売上高
95億18百万円

新規開拓に注力し引合いが高まるものの、成約
については長期化

企業の設備投資の手控えや先送り、顧客内製化
により受注環境が悪化

企業の設備投資の手控えや先送り、顧客内製化
により受注環境が悪化

『筆まめ』は予想を上回る出荷となったものの、
市場の縮小により売上が減少

売上減少の影響があったものの、コスト削減に
より赤字幅を縮小

既存顧客との関係強化や新規顧客開拓に注力し営業強化を図
り、お客様の問題解決に繋がる提案を積極的に行ったものの、メ
インターゲットである中堅企業の景気低迷による商談の長期化
や競合激化により売上は減少しました。しかし前期の製品開発費
等の臨時償却により利益は大幅に改善しました。その結果、売上
高は26億11万円（前期比4.7％減）、営業利益71百万円（前期は営
業損失3億69百万円）となり単年度での黒字化達成となりました。

景況感悪化による企業の設備投資の延期や抑制を受け売
上が伸び悩み、前期に比べ減収となりました。利益について
も、コスト削減に努めたものの、売上の減少に伴い減少してお
ります。その結果、売上高20億69百万円（前期比25.4％
減）、営業利益94百万円（前期比43.9％減）となりました。

景況感悪化による大型案件の減少や顧客の内製化、企業
の設備投資の延期や抑制などによる受注環境の悪化に加え、
システムエンジニアの稼働率悪化等が影響し前期に比べ減
収減益となっております。その結果、売上高は31億25百万円
（前期比31.1％減）、営業利益3億55百万円（前期比
52.5％減）となりました。

毛筆ソフト「筆まめ」が予想を上回り堅調に出荷を増加させ、
他の主力製品においてもシェアを拡大することができたもの
の、市場全体の縮小により前期に比べ売上は減少しました。
一方、利益面においては、徹底した経費削減を推進し増加し
ております。その結果、売上高14億62百万円（前期比8.2％
減）、営業利益2億66百万円（前期比15.3％増）となりました。

景況感悪化による企業の設備投資の延期や抑制を受け、売
上は大幅に減少したものの、利益面においては徹底したコス
ト削減を図り、赤字幅を縮小いたしました。その結果、売上高2
億45百万円（前期比43.3％減）、営業損失66百万円（前期
は営業損失79百万円）となりました。

■ 株主メモ
決 算 期 3月31日

利 益 配 当 金 受 領
株 主 確 定 日

3月31日
中間配当金（毎年9月末日）
※なお中間配当を実施するときの株主確定日は9月30日

定 時 株 主 総 会 6月

基準日（定時株主総会関係） 3月31日

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

三菱UFJ信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内1丁目4番5号

連 絡 先 〒137-8081
東京都江東区東砂7丁目10番地11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL.0120-232-711

公 告 掲 載 当社ホームページ
http://www.creo.co.jp


